
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　従来の自動式水門では、殆どの場合、単なる

無人又は無人力、のことで、何等かの動力を扉体の外部

から導入していた。例えば、フロートによる浮力或は水

位による電動機の始動、停止等がある。　その為の付帯

設備が必要であった。

【解決手段】　本発明に於いては、外部からの動力導入

を行うことなく、円筒型、回転水門として、扉体の自重

と、扉体内部４に設置する貯水部の重力及び気密部の浮

力及び扉体外板部１の受ける水圧他、扉体のまわりで自

然発生する力によって、水門の操作を行い、その目的を

達成しようとするものである。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 型 扉 体 の 外 部 よ り 水 門 開 閉 の 目 的 で 、 一 切 の 動 力 を 導 入 し な い こ と 。
【 請 求 項 ２ 】
　 円 筒 型 扉 体 が 、 静 止 水 又 は 、 流 水 中 に 設 置 さ れ た 時 、 自 然 に 発 生 す る 各 種 の 力 を 、 回 転
軸 に 集 め る こ と に よ っ て 生 ず る 回 転 力 の 静 的 、 動 的 な バ ラ ン ス に よ っ て 、 該 当 水 門 の 目 的
を 達 成 す る こ と の 出 来 る 構 造 と し た 円 筒 型 水 門 の す べ て に 適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 設 の 内 、 水 門 部 門 の 内 、 円 筒 型 水 門 の 関 連 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 農 ・ 工 業 用 他 各 種 の 使 用 目 的 で 、 中 ・ 小 河 川 及 び 用 水 路 の 水 管 理 の 為 に 設 置 さ れ る 、 中
・ 小 型 の 水 門 で は 、 管 理 経 費 の 削 減 、 節 電 及 び 災 害 発 生 時 の 停 電 等 に 備 え る 為 に 、 無 人 ・
無 電 力 化 が 求 め ら れ て い る 。
　 こ の 場 合 の 操 作 用 動 力 と し て 、 フ ロ ー ト に よ り 発 生 す る 浮 力 と バ ラ ン ス 用 ウ エ イ ト が 常
用 さ れ て い る 。
　 こ の フ ロ ー ト 方 式 他 、 扉 体 の 外 部 で 発 生 す る 動 力 を 利 用 す る 場 合 は 、 イ ニ シ ア ル コ ス ト
の 増 大 は 、 止 む を 得 な い と し て も 、 そ れ 以 外 に 、 動 力 伝 達 機 構 が 必 要 で あ り 、 故 障 、 誤 作
動 の 発 生 、 メ ン テ ナ ン ス の 複 雑 等 の デ メ リ ッ ト を 抱 え こ む こ と と な り 、 水 門 管 理 者 、 水 門
メ ー カ ー は 、 よ り 確 実 で 安 値 な 設 備 の 製 作 ・ 設 置 に 努 力 を 重 ね て い る の が 実 状 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 外 部 か ら の 動 力 の 導 入 す る こ と な く 、 水 門 の 開 閉 を 行 う こ と は 出 来 な い か 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 為 に 、 適 当 な タ イ プ の 水 門 は な い か 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 扉 体 の 周 囲 及 び 内 部 に は 、 ど の よ う な 力 が 作 用 す る こ と が 予 想 出 来 る か 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 流 水 の 状 況 に 応 じ て 自 然 に 発 生 す る 力 は 、 扉 体 の 開 閉 力 と し て 、 適 確 に 利 用 す る こ と が
可 能 で あ る か 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 項 の 課 題 を 解 決 し て 、 実 用 に 供 す る こ と の 出 来 る 水 門 に つ い て 、 検 討 を 重 ね た 結 果 図
１ 円 筒 型 回 転 基 本 図 に 示 し た 型 式 が 最 適 で あ る と 判 断 し た 。
　 そ の 理 由 は 、 第 １ に 、 開 閉 作 動 力 は 、 図 １ の 符 号 ３ 、 軸 受 の 回 転 摩 擦 抵 抗 の み で あ る た
め に 、 他 の 水 門 に 比 較 し て 、 作 動 力 が 極 め て 少 な く て 済 む こ と 。
　 第 ２ に 、 扉 体 が 円 筒 又 は そ の 一 部 で あ る の で 、 そ の 内 部 に 気 密 部 に よ る 浮 力 と 、 貯 水 部
に よ る 重 力 と を 計 画 的 に 発 生 さ せ て 、 回 転 力 と し 、 そ の 左 、 右 の 回 転 力 の バ ラ ン ス に よ っ
て 、 ゲ ー ト の 開 閉 作 動 を 行 う こ と が 容 易 で あ る こ と 。
　 第 ３ に 、 外 板 が 円 筒 状 で あ る 為 、 外 部 よ り の 圧 力 の 受 け 方 が ス ム ー ズ で あ る こ と 。
　 第 ４ に 、 構 造 上 の 強 度 が 強 く 、 外 観 的 に も よ い 。 等 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 出 願 に 於 い て は 、 図 ２ 、 図 ３ で 、 水 位 調 整 用 ゲ ー ト を 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ で 、 防 潮 排
水 ゲ ー ト 及 び 、 そ の バ リ エ ー シ ョ ン と し て 、 防 潮 、 内 水 貯 水 ゲ ー ト を 、 実 用 可 能 な 例 と し
て あ げ て い る が 、 そ の 他 、 水 量 調 整 用 、 分 水 用 、 取 水 用 等 、 は 充 分 実 用 に 供 す る こ と が 出
来 る 。
　 尚 、 こ れ ら の ゲ ー ト に つ い て は 、 殆 ど デ ー タ や 実 施 例 が 無 い の で 、 設 計 マ ニ ュ ア ル 及 び
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、 実 験 装 置 、 試 作 に つ い て の デ ー タ に つ い て は 、 そ の 都 度 蓄 積 し て 、 必 要 に 応 じ て 審 査 請
求 の 際 に 資 料 と し て 提 出 す る 予 定 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ 、 自 力 作 動 式 円 筒 型 回 転 ゲ ー ト 基 本 図 の 説 明 。
　 本 図 に 於 い て は 、 外 部 よ り 動 力 の 供 給 を 受 け る こ と な く 、 自 力 の み で 作 動 す る ゲ ー ト の
外 観 全 体 の 正 面 図 で あ り 、 図 中 ａ － ａ 断 面 矢 視 、 は 以 下 の ２ 図 ～ ６ 図 ま で の 全 図 に 共 通 す
る も の で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 水 位 調 整 用 ゲ ー ト の 説 明
　 図 ２ は 、 正 常 時 の 状 況 を 示 す も の で 、 ま ず こ の 状 態 で は 、 無 流 水 で 扉 体 重 量 は 、 左 回 転
力 が や や 大 き い 為 、 １ ６ 下 部 ス ト ッ パ ー の 支 持 に よ り 、 本 図 の 通 り 安 定 し て い る 。
　 次 に 流 水 が 、 １ ５ 扉 体 頂 線 を 越 え 溢 流 が 起 こ る と 、 貯 水 部 に 流 入 し て そ の 残 水 が 貯 水 と
な る 。 溢 流 が 多 く な る と 共 に 貯 水 部 底 板 上 の 貯 水 位 が 上 昇 し て 、 ２ ２ 正 常 時 貯 水 位 に 達 す
る と 、 貯 水 重 量 に よ る 右 回 転 力 と 水 流 他 の 左 回 転 力 と が 同 等 と な り 、 計 画 水 位 に 変 化 が 無
け れ ば 、 そ の ま ま 状 況 が 続 く こ と に な る 。
　 次 に 第 ３ 図 に 示 す よ う に 、 流 水 が 、 ２ １ 計 画 水 位 か ら 上 昇 し 、 ２ ４ 起 動 貯 水 位 に 達 す る
と 、 扉 体 は 右 回 転 を 始 め 、 １ ５ ゲ ー ト 頂 線 が 上 昇 し 、 扉 体 下 部 が 開 き 放 流 が 始 ま る と 共 に
、 溢 流 が 停 止 し 、 貯 水 位 も ２ ２ 正 常 時 貯 水 位 ま で 降 下 し て 、 ２ 図 の 作 動 状 況 に 復 帰 す る 。
　 尚 、 流 水 量 が 大 幅 に 上 昇 し 長 く 続 く 場 合 、 又 洪 水 の 予 測 の あ る 場 合 は 、 早 め に １ ４ 貯 水
部 底 板 を 除 去 す る と 、 通 水 断 面 は 数 倍 拡 が る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 、 は 、 防 潮 ゲ ー ト 用 で の 適 用 例 を 示 す 。
　 図 ４ と 図 ５ で は 、 内 水 排 水 型 防 潮 ゲ ー ト を 示 し 、 図 ６ で は 、 そ の バ リ エ ー シ ョ ン と し て
、 内 水 貯 水 兼 用 の 防 潮 ゲ ー ト を 示 す 。
　 ま ず 、 ４ 図 で 排 水 全 開 時 の 状 況 を 説 明 す る と 、 ４ 図 で 流 水 の 無 い 場 合 は 回 転 軸 の 左 右 回
り の 回 転 力 は 、 左 回 り を や や 強 く し て 、 上 部 ス ト ッ パ ー で 支 持 さ れ て 安 定 し て い る 。 こ の
状 況 へ 内 水 が 流 入 す る と 、 扉 体 内 の 流 動 水 圧 が 加 わ っ て 左 回 転 は 益 々 増 大 さ れ る 。
　 潮 位 も 低 い 為 に 排 水 に は 何 の 支 障 も な く ス ム ー ズ に 排 出 さ れ る 。
　 次 に 、 満 潮 時 と な り 、 潮 水 位 が 上 昇 し 、 ５ ２ 回 転 起 動 水 位 と な る と 、 気 密 部 は 浮 力 タ ン
ク の 役 目 を 果 し 、 右 回 転 力 が 左 回 転 と 平 衡 状 態 と な り 、 ４ ２ 外 水 側 外 板 は 降 下 し 始 め る 。
尚 、 潮 位 が 上 昇 す る と 、 ４ ５ 下 部 ス ト ッ パ ー ま で 到 達 し て 、 防 潮 の 役 目 を 果 す 。
　 次 に ５ 図 に よ り 説 明 す る 。 全 閉 し た ４ ２ 外 水 側 外 板 は 、 干 潮 と 共 に 海 水 圧 が 下 が り 、 ５
３ 気 密 部 の 浮 力 は 減 少 し て 、 ５ ２ 回 転 起 動 水 位 か ら は 、 左 回 転 と な り 、 内 水 の 排 出 が 始 ま
り 、 や が て ４ ６ 上 部 ス ト ッ パ ー 達 し て 停 止 し 、 図 １ の 状 況 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ６ 図 は 、 内 水 貯 水 型 防 潮 ゲ ー ト を 示 す 。
　 内 水 を 、 ５ １ 計 画 貯 水 位 ま で 残 し て 、 余 水 を 排 出 す る 為 の ゲ ー ト で あ る 。
　 そ の 為 に ４ ６ 上 部 ス ト ッ パ ー は そ の ま ま 残 し て 、 全 開 す る 前 に ４ ７ 中 間 ス ト ッ パ ー を 設
け て 、 ５ ７ ゲ ー ト 頂 線 の 上 部 に ５ １ 計 画 貯 水 位 が 保 て る 位 置 で ゲ ー ト の 回 転 を 止 め る 。
　 こ の 場 合 、 ス ト ッ パ ー は 脱 着 可 能 で 、 調 整 ス ラ イ ド 付 と す る 必 要 が あ る 。
　 長 期 間 貯 水 す る 場 合 は 、 定 期 的 に 、 ４ ７ 中 間 ス ト ッ パ ー を 外 し て 、 土 砂 を 流 す 必 要 が あ
る 。
　 満 潮 時 に は 、 図 ５ の 状 況 に 戻 り 、 扉 体 は ４ ５ 下 部 ス ト ッ パ ー と ４ ７ 中 間 ス ト ッ パ ー の 間
を 往 復 す る こ と と な る 。 従 っ て 、 ５ ８ ∠ α 放 水 開 扉 角 は 自 然 に 出 来 る こ と と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 件 は 、 完 全 な 、 自 力 作 動 水 門 と 称 す る こ と と す る 。
　 従 来 は 、 自 動 化 、 又 は 無 人 、 無 動 力 化 の 水 門 と い え ど も 、 そ の 殆 ど の 場 合 の 作 動 操 作 は
、 他 の 場 所 に 設 置 さ れ た と こ ろ の 、 フ ロ ー ト の 浮 力 、 内 外 水 位 差 に よ り 、 モ ー タ ー の ス イ
ッ チ を 入 れ る こ と に よ っ て 開 閉 し て 、 目 的 を 達 成 す る の で 、 完 全 な 自 動 化 と は 言 え な い 。
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本 件 の 場 合 は 、 扉 体 の 内 外 に 自 然 発 生 す る 力 に よ っ て 、 作 動 操 作 を 行 う こ と に よ っ て 目 的
を 達 成 す る の で 、 完 全 な 自 動 水 門 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 水 門 の 設 置 面 積 が 節 約 出 来 る 。
　 水 門 の 設 置 に 当 た っ て 、 扉 体 と そ の 直 接 付 属 物 以 外 に 余 分 な 面 積 は い ら な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 水 門 据 付 工 事 及 び 調 整 が 、 簡 明 で 容 易 で あ る 。
　 据 付 時 に お け る 、 堰 堤 側 へ の 準 備 工 事 は 、 両 端 軸 受 部 の 取 付 板 の 位 置 と 、 ス ト ッ パ ー 及
び 防 水 部 の 受 け 金 物 の 設 定 の み で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 爾 後 の メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 が 、 容 易 で 、 検 査 も 簡 単 で 、 期 間 も 長 期 保 障 可 能 と な る 。
　 両 端 軸 受 部 を 堅 牢 で 完 全 防 水 と す る と 定 期 の 給 油 の み と な る 。 防 水 ゴ ム の 取 替 え は 従 来
通 り と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 項 に お い て 示 し た 、 発 明 の 効 果 は 、 い ず れ も 、 設 置 ま で の 、 イ ニ シ ア ル コ ス ト は 、 大
幅 に 軽 減 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ か ら 図 ６ ま で に 示 し た 例 の 他 、 小 、 中 河 川 、 又 は 水 路 及 び 各 種 の 取 水 口 等 に 利 用 す
る の が 最 良 の 形 態 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 ４ 扉 体 内 部 に 、 本 発 明 の 主 体 で あ る 自 力 作 動 の 装 置 を 内 蔵 す る 場 合 の 水 門 の 全 体
を 表 す 基 本 図 で 、 こ の 図 は 以 下 の ２ 図 、 ３ 図 、 ４ 図 、 ５ 図 、 ６ 図 に 共 有 さ れ る も の で あ る
。
【 図 ２ 】 水 位 調 整 用 ゲ ー ト の 正 常 作 動 時 の 状 況 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 調 整 時 の 状 況 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 水 排 出 、 防 潮 用 ゲ ー ト の 排 水 時 の 全 開 状 況 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 満 潮 時 に お け る 、 全 閉 状 況 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ （ 全 開 状 況 ） か ら 、 図 ５ （ 全 閉 状 況 ） の 中 間 に ス ト ッ パ ー を 設 け て 、 適 当 な
内 水 の 貯 水 を す る 、 内 水 貯 水 、 防 潮 兼 用 ゲ ー ト の 中 間 、 停 止 状 況 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 　 １ 　 円 筒 形 扉 体 外 板 部
　 　 　 ２ 　 回 転 軸 部
　 　 　 ３ 　 軸 受 箱 部
　 　 　 ４ 　 扉 体 内 部 （ 構 造 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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